






この研究の目的は,日本のサラセミアの発生頻度と病態の調査である。昨年度までに行った

調査結果から,1/6,100 の頻度で,病院を訪れる患者にβサラセミア患者がみられることを

報告した 1)。わが国では,サラセミアはきわめて稀な疾患と考えられており,本症が臨床レ

ベルで診断されることは殆どないとみてよい。そこで,正確に診断されないことによる,無

用の,むしろ有害でさえある鉄治療の弊害が憂慮される｡日本のサラセミアは,その殆どが

軽症サラセミアに属し,特別の治療を必要としないものが多いことも,本症が見逃される理

由であろう。しかし,およそ 5例に 1例が,中等度ないし重症の溶血性貧血を発現しており,

それに伴う種々の合併症によって,貧血がさらに増悪化しやすい。また,軽症サラセミアも,

妊娠や感染症に伴って重症の溶血性貧血をおこしやすい。最近,遺伝性血液疾患に対する関

心がたかまるにつれて,日本のサラセミアがかつての予想と異なり,相当高い頻度で検出さ

れることが指摘されはじめた。ヘモグロビン構造変異型が,新生児で 1/600 といった高頻度

で発見されると報告された 2)。それとともに,現在までに世界中で発見された約 400 種類

のヘモグロビン構造変異型のおよそ半数種のものが,すでにわが国でも発見されている事

実を考慮すると,日本のサラセミアの頻度は,おおかたの予想とは異なり,相当高いと推定

される。そこで,本年度は,従来のサラセミアのスクリーニング方法をみなおし,新たな調査

結果にもとづいて,βサラセミアの頻度の概値をもとめた。 


